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 私たちが普段何気なく使っている 1 週間という暦には「日月火水木金土」と７つの曜日

があり、それぞれ太陽、月、火星、水星、木星、金星、土星と天体の名前が割り当てられ

ています。今回は曜日と天体の関係についてご紹介します。 

 

■暦と天体 

そもそも 1週間は何故 7日なのでしょう。古代の人々

が時間や季節を知る術は天体の動きでした。そして太陽

の動きによって 1日や 1年、月の満ち欠けによって 1か

月といった暦が作られました。1週間は月の満ち欠けが

もとになっているといわれています。月の形は新月、上

弦、満月、下弦と大きく 4つに分けられますが、それぞ

れの形に変わる期間が約 7日になっています。月の満ち

欠けの周期は、約 29.5日なので 29.5÷4で約 7日です。 

 

■曜日と惑星の並び 

 時間や季節を知るために天体を観測していると、不規則な動きをしている 5 つの星に気

付きます。それが水星、金星、火星、木星、土星です。太陽に近い順の「水金地火木土」

という惑星の並びと、曜日の並びはかなり異なっています。曜日の並びには、地球を中心

として月、太陽、5 つの惑星が回っているという天動説の考えが背景にあります。天動説

ではすべての星は同じ速度で動いており、見かけの動きが小さい天体ほど地球からの距離

が遠いと考えます。すると天体の配置は地球から遠い順に土星、木星、火星、太陽、金星、

水星、月となります。これを前提として、西暦 160 年にローマの歴史家ディオ・カッシウ
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スが曜日の並びについて 2つの説を唱えています。 

 

■音楽説 

 ひとつめは音楽による説です。古代ギリシャの音楽理論で 4 つの音をひとまとまりとし

て考える「テトラ・コード」という理論があります。7つの天体を地球から遠い順に並べ、

この理論に合わせて図 2 のように 4 つごとに天体をひろっていくと曜日の並びと一致しま

す。古代ギリシャの数学者ピタゴ

ラスや 16～17 世紀に惑星運動を

研究したドイツの天文学者ケプ

ラーも宇宙全体がひとつのハー

モニーを奏でている「天球の音楽」

という思想を持っていたので曜

日にも音楽の考え方が用いられ

た可能性があります。 

 

■占星術説 

 もうひとつは天体が時間を支配するという占星術による説です。遠い順から天体を 24時

間に割り振り、1 時間ずつ支配していると考えます。1 日目の 1 時は土星、2 時は木星、3

時は火星というように割り振っていきます。これを繰り返すと 24時が火星となるので翌日

の 1時は太陽、2時は金星というように続けていきます。そうすると、1日目から 7日目ま

での最初の 1 時間を支配する天体が「土日月火水木金」という並びになります(表 1)。天

体の動きを深く知ることが重要な占星術が曜日の並びと関連している可能性も十分に考え

られます。 

曜日の概念は古代メソポタミア地方で生まれました。その後ヘレニズム時代に貿易や文

化の中心地であったエ

ジプトのアレクサンド

リアで天体の名前が使

われ始め、世界各地へ

伝わったといわれてい

ます。曜日は天体と他

の要素が混ざり合うこ

とによって作られ現在

に続いているのですね。 
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表１ 時間を支配する天体の順

番 時間 1 2 3 4 5 6 7 … 23 24

１日目 土星 木星 火星 太陽 金星 水星 月 木星 火星

２日目 太陽 金星 水星 月 土星 木星 火星 金星 水星

３日目 月 土星 木星 火星 太陽 金星 水星 土星 木星

４日目 火星 太陽 金星 水星 月 土星 木星 太陽 金星

５日目 水星 月 土星 木星 火星 太陽 金星 月 土星

６日目 木星 火星 太陽 金星 水星 月 土星 火星 太陽

７日目 金星 水星 月 土星 木星 火星 太陽 水星 月

図２ テトラ・コードの考え方 


